
令和2年８月27日

vol.143
2020

にいがた法人会館

法人会は「企業の発展を支援し、地域の振興に寄与する経営者の団体」！

会員増強運動実施中

第９回　通常総会特集号

新潟市中央区西堀通
3番町258番地24

会員の皆様には、是非、１社につき新規会員１社獲得を目標に
あなたのお仲間企業を会員に！

国蝶　オオムラサキ
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第
９
回
通
常
総
会
の
開
会
に

あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
皆
様
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
何
か

と
ご
心
労
が
絶
え
な
い
と
こ

ろ
、
本
総
会
に
ご
出
席
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
、
新
潟

木
口
会
長
挨
拶

　去る６月２日㈫午後２時30分より「新潟グランドホテル」において、第９回通常総会が開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、来賓出席無し、講演会開催無し、懇親会開催無しの
異例の通常総会となりました。
　総会で新任理事に選任された永塚重松氏が、第２回理事会にて新会長に選任されました。

公益社団法人 新潟法人会

第９回通常総会開催

法
人
会
の
事
業
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
災

い
が
社
会
全
体
に
深
刻
な
影
を

落
と
し
、
当
法
人
会
で
も
研
修

会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
な
ど

が
中
止
と
な
っ
て
、
会
員
の
皆

様
方
に
は
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

共
存
し
て
い
く
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
移
行
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
会
員
の
皆
様

の
安
全
に
充
分
に
配
慮
し
な

が
ら
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ

研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
、

そ
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く

再
開
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
再
開
の

折
に
は
、
法
人
会
事
業
の
一

層
の
活
性
化
の
た
め
、
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
の
総
会
の
決
議

事
項
は
、第
１
号
議
案
と
し
て
、

令
和
元
年
度
の
決
算
報
告
を
お

知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
私
事
で
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
第
２
号
議
案
と
し
て
、
私

の
辞
任
に
伴
う
後
任
理
事
の
選

任
を
、
追
加
議
案
と
し
て
上
程

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

度
の
法
人
会
事
業
活
動
に
対
し

ま
し
て
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
ご
出
席
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
会
員
企
業
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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全
法
連
・
県
連
功
労
賞
等
受
彰
者

　

表
彰
受
彰
者
は
、
県
連
通
常
総
会

席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

　
　

久
保　

繁
行　

様

�

（
㈱
久
保
モ
ー
タ
ー
ス
）

　
　

横
山　

山
人　

様

�

（
越
後
工
業
㈱
）

　
　

高
橋　

秀
松　

様�

（
㈱
髙
助
）

新
潟
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

　
　

廣
瀬　

徳
男　

様�

（
㈱
廣
瀬
）

　
　

石
井　

章
子　

様�

（
事
務
局
）

令
和
元
年
度
事
業
報
告

　

令
和
元
年
度
は
、
年
間
を
通
し
て
、

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚

に
努
め
、
税
制
・
税
務
に
関
す
る
提

言
を
行
い
、
も
っ
て
適
正
・
公
平
な

申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展
と
税

務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
す
る

と
共
に
、
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
法
人
会
の
原
点
で
あ
る

「
税
」
に
関
す
る
活
動
に
軸
足
を
置
き

な
が
ら
、
組
織
・
財
政
基
盤
の
再
構

築
を
図
る
た
め
に
会
員
増
強
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化

に
も
配
慮
し
つ
つ
、
諸
施
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　　

主
な
事
業
活
動
の
概
況
は
以
下
の

議
　
　
　
事

【
報
告
事
項
】

　

⑴　

理
事
会
承
認
事
項

　
　
　

令
和
元
年
度
事
業
報
告

　
　
　

令
和
２
年
度
事
業
計
画

　
　
　

令
和
２
年
度
収
支
予
算

　

⑵　

そ
の
他

【
決
議
事
項
】

第
１
号
議
案　



令
和
元
年
度
決
算

報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案　



そ
の
他　

新
任
理

事
選
任
の
件

通
り
で
す
。

〔

公
益
関
係

〕

　

税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
事

業
と
し
て
、
税
に
関
す
る
研
修
・
セ

ミ
ナ
ー
は
、
公
益
性
を
高
め
る
た
め
、

会
員
の
み
な
ら
ず
一
般
市
民
も
対
象

に
実
施
し
、
多
数
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
2
0
1
9
年

10
月
よ
り
消
費
税
10
％
と
軽
減
税
率

制
度
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
制

度
の
円
滑
な
導
入
と
定
着
に
向
け
た

周
知
に
努
め
ま
し
た
。

　

租
税
教
育
で
は
、
小
学
生
を
対
象

に
租
税
教
室
、
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
参
加
の

小
学
校
数
、
児
童
数
も
多
く
、
高
い

評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

税
の
広
報
活
動
と
し
て
、
会
報
の

発
行
や
新
聞
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
広
報
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

向
上
に
向
け
た
活
動
と
し
て
、
企
業

の
自
主
的
な
点
検
を
積
極
的
に
推
奨

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
望
ま
し
い
税
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
税
制
提
言
活
動

も
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・

改
善
等
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て

は
、
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

多
数
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
際
、
タ
オ
ル
寄
付
を
募
り
、
社

会
福
祉
施
設
等
に
寄
贈
し
、
福
祉
や

医
療
の
現
場
で
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

〔

共
益
関
係

〕

　

組
織
の
強
化
・
充
実
、
広
報
活
動
、

青
年
部
会
・
女
性
部
会
の
充
実
の
た

め
の
事
業
、
会
員
の
福
利
厚
生
に
資

す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
福
利
厚
生
制
度
で
は
、
想
い
を

つ
な
い
で
50
年
「
会
員
企
業
を
守
り
た

い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
の
で
、積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

〔

管
理
関
係

〕

　

事
務
精
度
の
向
上
・
合
理
化
を
志

向
し
、
諸
規
程
の
整
備
や
諸
会
議
及

び
事
業
活
動
態
勢
の
改
善
等
、
管
理

運
営
に
努
め
ま
し
た
。
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Ⅰ　

活
動
の
基
本
方
針

　

公
益
社
団
法
人
の
新
潟
法
人
会
は
、

「
法
人
会
は
、
税
知
識
の
普
及
、
納
税

意
識
の
高
揚
に
努
め
、
税
制
・
税
務
に

関
す
る
提
言
を
行
い
、
も
っ
て
適
正
・

公
平
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展

と
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
す

る
と
共
に
、
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。」
と
掲
げ
て
い
る
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人

会
の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活

動
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
組
織
・
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
会
員
増

強
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活

性
化
に
も
配
慮
し
つ
つ
以
下
に
掲
げ
る

諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ⅱ　

主
な
事
業
計
画

１

．
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
・
改
善

等
を
図
る
事
業

⑴　

税
に
関
す
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

事
業

　

税
知
識
の
一
層
の
普
及
・
啓
発
に
努

め
る
こ
と
と
し
、
会
員
を
含
め
た
多
数

の
市
民
を
対
象
に
、
税
務
に
係
る
幅
広

い
知
識
の
普
及
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
向
上
、
及
び
経
営
財
政
を
取
り

巻
く
諸
問
題
の
改
善
を
目
的
と
し
た
研

修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

2
0
1
9
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
た
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
円
滑

な
定
着
や
電
子
申
告
（
e

－

T
a
x
）

の
普
及
に
向
け
て
、関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修
会
の
開
催
に
も
注
力
す
る
。

　

研
修
教
材
に
つ
い
て
も
、
よ
り
有
効

な
も
の
を
選
定
・
検
討
し
提
供
す
る
。

⑵　

講
演
会
事
業

　

政
治
・
経
済
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
等
様
々
な
視
点
か
ら
、
税
制
に
関
す

る
考
え
方
を
聞
く
こ
と
で
、「
税
」
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

広
く
会
員
及
び
市
民
に
参
加
を
募
り
社

会
情
勢
等
に
即
し
た
テ
ー
マ
の
講
演
会

を
開
催
す
る
。

⑶　

租
税
教
育
事
業

　

次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
税
の

仕
組
み
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

租
税
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。
こ
れ
に

資
す
る
た
め
、
新
潟
税
務
署
管
内
の
小

学
校
を
対
象
に
、青
年
部
会
に
よ
る「
租

税
教
室
」、
女
性
部
会
に
よ
る
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
継

続
し
て
推
進
す
る
。

⑷　

税
の
広
報
事
業

　

改
正
税
法
や
税
務
申
告
の
情
報
の
早

期
周
知
及
び
電
子
申
告
（
e

－

T
a
x
）
の
普
及
に
資
す
る
た
め
、

P
R
活
動
な
ど
を
行
う
。

　

こ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
に
必
要
情
報
を
掲
載
す
る
。
広
報
誌

は
、
公
共
施
設
や
金
融
機
関
窓
口
に
配

置
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
に
税
務

情
報
の
周
知
を
図
る
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
税
に
関

す
る
ク
イ
ズ
の
実
施
、
日
本
の
税
制
に

関
す
る
冊
子
の
配
布
な
ど
に
よ
り
、
市

民
に
税
制
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

事
業
を
実
施
す
る
。

⑸　

税
の
調
査
研
究
（
支
援
を
含
む
）

及
び
社
会
へ
の
提
言
事
業

　

財
政
再
建
と
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
に
本
腰
を
い
れ
て
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
の
社
会
構
造
の
変
化
へ
の

対
応
な
ど
、
山
積
す
る
諸
課
題
に
広
く

対
処
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
の
担
い
手

で
あ
る
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
を
は
じ
め
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
建
設
的
な
提
言
を

行
っ
て
い
く
。

　

こ
の
事
業
と
し
て
、
会
員
各
社
へ
税

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ

の
意
見
・
要
望
を
も
と
に
、
税
制
改
正

要
望
を
取
り
ま
と
め
て
国
会
、
地
方
議

会
、
関
係
官
庁
に
向
け
て
提
言
を
実
施

令和２年度

事 業 計 画
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し
て
い
く
。

⑹　

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
向
上
施
策

　

企
業
の
内
部
統
制
の
強
化
や
経
理
水

準
の
向
上
は
、
企
業
の
成
長
や
税
務
リ

ス
ク
の
軽
減
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
税
当
局
等
と
協
力
し
、
税

務
調
査
結
果
と
関
連
し
た
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
研
修
会
を
開

催
し
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

２

．
地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・

改
善
等
を
図
る
事
業

⑴　

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
事
業

　

地
域
社
会
の
活
性
化
等
を
目
的
に
、

会
員
及
び
市
民
を
対
象
に
、
政
治
経

済
情
報
、
健
康
情
報
、
福
祉
的
情
報

等
の
講
演
会
や
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
。

　

講
師
に
つ
い
て
は
、
行
政
関
係
者
、

医
師
、
経
営
実
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

芸
術
家
等
、
幅
広
い
分
野
の
専
門
家
の

中
か
ら
選
定
す
る
。

⑵　

地
域
の
福
祉
問
題
や
環
境
問
題
な

ど
の
改
善
に
資
す
る
事
業

　

一
般
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
タ
オ

ル
等
を
回
収
し
、
福
祉
・
医
療
現
場

で
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
各
地

域
に
花
の
種
や
球
根
を
配
付
し
環
境

美
化
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
福

祉
問
題
や
環
境
問
題
の
改
善
へ
の
貢

献
を
図
る
。

　

ま
た
、
日
本
赤
十
字
新
潟
支
社
と
共

同
で
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
を
利
用

し
、
献
血
活
動
を
実
施
す
る
。

３

．
会
員
支
援
の
た
め
の
親
睦
・
交
流

及
び
福
利
厚
生
に
資
す
る
事
業

⑴　
組
織
の
強
化
・
充
実

　

法
人
会
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
組
織
・
基
盤
強
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
員
数
を
維
持
・
増
加
を

図
る
た
め
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
。

　
「
会
員
増
強
月
間
」
を
設
定
し
、
役

員
の
率
先
し
た
参
画
や
指
導
に
よ
り
新

規
会
員
募
集
の
推
進
を
行
う
と
と
も

に
、
退
会
防
止
策
を
講
じ
る
等
、
よ
り

効
果
的
な
対
応
策
を
展
開
す
る
。

　

法
人
会
事
務
局
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
、
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し

て
、
地
域
部
会
事
務
担
当
者
会
議
を

開
催
す
る
。

⑵　

広
報
活
動
の
充
実

　

法
人
会
の
知
名
度
向
上
・
活
動
内
容

の
周
知
を
図
り
、
会
員
増
強
等
に
資
す

る
広
報
活
動
に
取
り
組
む
。

　

ポ
ス
タ
ー
･
テ
レ
ビ
C
M
・
新
聞

広
告
に
よ
る
P
R
を
行
う
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活

用
等
の
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。

⑶　

女
性
部
会
・
青
年
部
会
の
充
実

　

①�　

2
0
2
1
年
開
催
の
全
国
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
新
潟
大
会
に
向

け
、
新
潟
県
連
お
よ
び
他
県
内

法
人
会
と
協
力
し
準
備
活
動
を

推
進
め
る
。

　
　

�　

ま
た
、「
女
性
部
会
の
あ
り
方

（
指
針
）」
に
沿
っ
て
、
女
性
部
会

員
の
資
質
向
上
と
法
人
会
活
動
の

充
実
・
活
性
化
に
努
め
る
。

　
　

�　

税
の
啓
発
活
動
と
し
て
の
小
学

生
対
象
の
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
社
会
貢
献
活

動
を
積
極
的
に
進
め
る
。

　

②�　

青
年
部
会
の
活
動
の
大
き
な
柱

で
あ
る
「
租
税
教
育
活
動
」、「
献

血
活
動
」
及
び
「
部
会
員
増
強
運

動
」
に
つ
い
て
は
、
目
標
数
値
を

設
定
し
、
引
き
続
き
積
極
的
な
展

開
を
図
る
。

　
　

�　

ま
た
、
青
年
部
会
の
部
会
員
を

対
象
と
し
て
実
施
す
る
全
法
連
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム
の
普

及
・
活
用
に
努
め
る
。

⑷　

法
人
会
会
員
の
福
利
厚
生
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

　

会
員
企
業
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
ま
た
法
人
会
の
財
政
基
盤

の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
想
い
を

つ
な
い
で
50
年
「
会
員
企
業
を
守
り
た

い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
し
、
提
携

保
険
３
社
と
の
一
層
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
、
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

４

．
本
会
の
組
織
を
充
実
し
全
国
法
人

会
総
連
合
・
新
潟
県
法
人
会
連
合
会

と
連
携
強
化
を
図
る
事
業

　

会
員
支
援
の
た
め
に
、
異
業
種
交
流

の
一
環
と
し
て
、
会
員
間
の
情
報
交
換

や
相
互
の
親
睦
事
業
を
行
う
ほ
か
、
会

員
等
に
限
定
し
た
研
修
会
講
習
会
な
ど

の
事
業
を
行
う
。

　

ま
た
、
会
員
企
業
の
経
理
業
務
に
永

年
の
功
労
が
あ
っ
た
者
に
対
し
、
新
潟

法
人
会
会
長
名
に
よ
り
優
良
経
理
担
当

職
員
の
表
彰
を
行
う
。こ
れ
ら
に
よ
り
、

一
層
の
納
税
協
力
活
動
の
推
進
者
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
広
く
社
会
に
納
税

の
重
要
性
を
広
報
し
て
い
く
。

５

．
本
会
の
活
動
に
関
係
す
る
諸
官
公

庁
と
の
連
携
を
図
る
事
業

６

．
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必

要
な
事
業
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NIIGATA　HOHJINKAI　KAIHOH

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
　　（会員交流事業） 5,632,715 5,483,802 148,913
　　　　会員交流費 5,632,715 5,483,802 148,913
　　（会員の福利厚生の推進に関する事業） 0 38,749 △ � 38,749
　　　　福利厚生事業費 0 38,749 △�� 38,749
　　　　委員会費 0 0 0
　　（管理費のうち事業費配賦額） 22,797,265 21,413,891 1,383,374
　　　　役員報酬 2,106,540 2,111,520 △� �4,980
　　　　給料手当 10,987,329 10,353,975 633,354 事務局長交代
　　　　退職給付費用 625,442 621,823 3,619
　　　　福利厚生費 2,122,643 1,972,532 150,111
　　　　旅費交通費 1,305,665 965,655 340,010 女性フォーラム参加者増
　　　　通信運搬費 192,467 142,910 49,557
　　　　減価償却費 860,360 862,394 △� 2,034
　　　　消耗品費 826,613 669,775 156,838
　　　　修繕費 52,217 118,143 △� �65,926
　　　　印刷製本費 78,923 187,747 △� �108,824
　　　　燃料費 25,843 8,733 17,110
　　　　光熱水料費 362,528 391,273 △� �28,745
　　　　保険料 59,461 57,037 2,424
　　　　租税公課 777,203 779,041 △�� 1,838
　　　　リース料 1,098,712 1,019,536 79,176
　　　　事務所管理費 721,142 656,228 64,914
　　　　支払手数料 454,717 380,726 73,991
　　　　雑費 139,460 114,843 24,617
　　管理費 8,173,718 7,736,525 437,193
　　　　役員報酬 383,460 378,480 4,980
　　　　給料手当 2,000,058 1,855,901 144,157
　　　　退職給付費用 113,851 111,459 2,392
　　　　福利厚生費 386,391 353,567 32,824
　　　　旅費交通費 237,675 173,089 64,586
　　　　通信運搬費 407,448 446,021 △� �38,573
　　　　　通信運搬費配賦 35,035 25,616 9,419
　　　　　通信運搬費管理 372,413 420,405 △�� 47,992
　　　　減価償却費 156,614 154,580 2,034
　　　　消耗品費 150,471 120,054 30,417
　　　　修繕費 9,505 21,177 △�� 11,672
　　　　印刷製本費 14,367 33,653 △�� 19,286
　　　　燃料費 4,704 1,565 3,139
　　　　光熱水料費 65,992 70,134 △� �4,142
　　　　保険料 10,824 10,223 601
　　　　租税公課 141,477 139,639 1,838
　　　　リース料 200,002 182,747 17,255
　　　　事務所管理費 131,272 117,625 13,647
　　　　支払手数料 82,773 68,243 14,530
　　　　会議費 2,146,693 1,868,426 278,267
　　　　　総会費 1,539,806 1,290,512 249,294
　　　　　役員会費 473,827 454,324 19,503
　　　　　委員会費 10,920 22,680 △� �11,760
　　　　　その他会議費 122,140 100,910 21,230
　　　　諸会費 519,400 545,800 △� �26,400 県連、商工会議所他
　　　　渉外慶弔費 42,471 50,473 △� �8,002
　　　　表彰費 0 0 0
　　　　委託費 52,884 123,084 △� �70,200
　　　　事務委託費 890,000 890,000 0
　　　　雑費 25,386 20,585 4,801
　　経常費用計（B） 56,860,048 56,813,675 46,373
　　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） 2,346,181 873,544 1,472,637

　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　固定資産売却益
　　　固定資産受贈益
　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　固定資産売却損
　　　固定資産除却損
　　　災害損失
　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 2,346,181 873,544 1,472,637
　　　法人税、住民税及び事業税 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 2,346,181 873,544 1,472,637
　　　一般正味財産期首残高 94,828,307 93,954,763 873,544
　　　一般正味財産期末残高 97,174,488 94,828,307 2,346,181
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 22,256,300 21,349,300 907,000
　　　受取全法連助成金 22,256,300 21,349,300 907,000
　　一般正味財産への振替額 △� �22,256,300 △�� 21,349,300 △�� 907,000
　　　一般正味財産への振替額 △�� 22,256,300 △� �21,349,300 △�� 907,000
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 97,174,488 94,828,307 2,346,181
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通常総会特集
〔第１号議案〕令和元年度 決算報告承認の件

令和元年度正味財産増減計算書
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　基本財産運用益 500 500 0
　　　　基本財産受取利息 500 500 0
　　特定資産運用益 451 361 90
　　　　特定資産受取利息 451 361 90
　　受取会費 30,940,550 30,844,237 96,313
　　　　正会員受取会費 30,858,350 30,769,052 89,298
　　　　賛助会員受取会費 82,200 75,185 7,015
　　事業収益 3,755,000 3,540,500 214,500
　　　　会員親睦事業収益 3,131,000 2,880,500 250,500 懇親会等会費収入
　　　　青年・女性部会事業収益 624,000 660,000 △�� 36,000 青年・女性部会会費収入
　　受取補助金等 24,160,300 22,965,300 1,195,000
　　　　受取全法連助成金振替額 22,256,300 21,349,300 907,000 助成金（A）
　　　　受取全法連助成金 350,000 150,000 200,000 助成金（B）
　　　　受取全法連補助金 344,000 296,000 48,000 会員増強支援（報奨金等）
　　　　受取県連補助金 1,210,000 1,170,000 40,000
　　雑収益 349,428 336,321 13,107
　　　　受取利息 628 611 17
　　　　雑収益 348,800 335,710 13,090
　　経常収益計（A） 59,206,229 57,687,219 1,519,010
　　⑵　経常費用
　　事業費 48,686,330 49,077,150 △ � 390,820
　　（税に関する研修会事業） 3,785,691 5,207,692 △�  1,422,001
　　　　会場費 160,900 111,000 49,900
　　　　資料費 1,838,204 2,544,456 △� �706,252 冊子購入減
　　　　諸謝金 106,241 226,056 △� �119,815
　　　　印刷製本費 250,526 318,644 △� �68,118
　　　　委託費 1,176,189 1,682,335 △� �506,146
　　　　消耗品費 89,835 90,253 △�� 418
　　　　通信運搬費 163,796 234,948 △�� 71,152
　　　　委員会費 0 0 0
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 3,821,394 1,768,535 2,052,859
　　　　資料費 3,293,862 1,555,200 1,738,662 税関係冊子配布増
　　　　委託費 527,532 213,335 314,197
　　（租税教育事業） 1,211,000 934,034 276,966
　　　　印刷製本費 155,728 166,104 △�� 10,376
　　　　通信運搬費 5,875 9,883 △� �4,008
　　　　消耗品費 662,950 670,567 △�� 7,617
　　　　支払負担金　　　 352,600 49,000 303,600 税週イベント変更
　　　　委員会費 33,847 38,480 △� �4,633
　　（税の広報事業） 663,644 458,159 205,485
　　　　委託費 508,726 299,031 209,695
　　　　印刷製本費 21,824 21,773 51
　　　　新聞掲載費 22,000 21,600 400
　　　　支払負担金 82,754 81,335 1,419
　　　　委員会費 28,340 34,420 △� �6,080
　　（会報発行事業） 2,956,704 3,252,068 △ � 295,364
　　　　会報作成費 2,387,560 2,670,767 △� �283,207
　　　　委託費 569,144 581,301 △�� 12,157
　　（税制改正提言事業） 64,842 62,781 2,061
　　　　調査研究費 58,362 53,061 5,301
　　　　委員会費 6,480 9,720 △�� 3,240
　　（地域社会経営支援研修事業） 4,400,393 4,843,570 △ � 443,177
　　　　会場費 241,238 434,356 △�� 193,118
　　　　資料費 1,260,141 1,278,531 △� �18,390
　　　　諸謝金 1,337,350 1,608,407 △�� 271,057
　　　　印刷製本費 341,318 455,198 △� �113,880
　　　　委託費 1,010,703 813,580 197,123
　　　　消耗品費 90,673 123,884 △� �33,211
　　　　通信運搬費 108,470 118,614 △� �10,144
　　　　支払負担金 10,500 11,000 △� �500
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 895,268 2,626,426 △�  1,731,158
　　　　資料費 765,547 2,316,600 △� �1,551,053 税以外冊子配布減
　　　　委託費 129,721 309,826 △� �180,105
　　（地域社会貢献活動事業） 584,710 1,893,528 △ � 1,308,818 講演会中止
　　　　会場費 0 401,544 △�� 401,544
　　　　消耗品費 66,430 243,282 △� �176,852
　　　　諸謝金 169,400 1,040,000 △� �870,600
　　　　印刷製本費 78,980 75,126 3,854
　　　　委託費 216,925 84,838 132,087
　　　　新聞掲載費 22,000 21,600 400
　　　　通信運搬費 30,975 11,932 19,043
　　　　委員会費 0 15,206 △� �15,206
　　（組織基盤強化のための支援事業） 895,264 480,560 414,704
　　　　会員増強推進費 877,284 461,650 415,634 会員増強表彰者増
　　　　通信運搬費 17,980 18,910 △�� 930
　　　　委員会費 0 0 0
　　（会員支援事業） 977,440 613,355 364,085
　　　　会員表彰事業費 929,440 583,355 346,085 優良経理表彰者増
　　　　委員会費 48,000 30,000 18,000
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NIIGATA　HOHJINKAI　KAIHOH

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
　　（会員交流事業） 5,400,000 5,240,000 160,000
　　　　会員交流費 5,400,000 5,240,000 160,000
　　（会員の福利厚生制度推進に関する事業） 130,000 130,000 0
　　　　福利厚生事業費 100,000 100,000 0
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　（管理費のうち事業費配賦額） 22,151,673 21,848,664 303,009
　　　　役員報酬 2,066,700 2,066,700 0
　　　　給料手当 10,126,000 10,316,900 △� 190,900
　　　　退職給付費用 500,345 772,751 △ �272,406
　　　　福利厚生費 1,992,000 1,958,800 33,200
　　　　旅費交通費 1,826,000 1,203,500 622,500
　　　　通信運搬費 249,000 207,500 41,500
　　　　減価償却費 844,088 844,088 0
　　　　消耗品費 705,500 705,500 0
　　　　修繕費 124,500 124,500 0
　　　　印刷製本費 149,400 149,400 0
　　　　燃料費 24,900 16,600 8,300
　　　　光熱水料費 348,600 373,500 △ �24,900
　　　　保険料 58,336 55,826 2,510
　　　　租税公課 762,504 762,504 0
　　　　リース料 1,037,500 1,028,995 8,505
　　　　事務所管理費 747,000 647,400 99,600
　　　　支払手数料 473,100 498,000 △ �24,900
　　　　雑費 116,200 116,200 0
　　管理費 8,581,425 8,465,312 116,113
　　　　役員報酬 423,300 423,300 0
　　　　給料手当 2,074,000 2,113,100 △� 39,100
　　　　退職給付費用 102,480 158,274 △� 55,794
　　　　福利厚生費 408,000 401,200 6,800
　　　　旅費交通費 374,000 246,500 127,500
　　　　通信運搬費 451,000 492,500 △� 41,500
　　　　　通信運搬費配賦 51,000 42,500 8,500
　　　　　通信運搬費管理 400,000 450,000 △� 50,000
　　　　減価償却費 172,886 172,886 0
　　　　消耗品費 144,500 144,500 0
　　　　修繕費 25,500 25,500 0
　　　　印刷製本費 30,600 30,600 0
　　　　燃料費 5,100 3,400 1,700
　　　　光熱水料費 71,400 76,500 △ �5,100
　　　　保険料 11,949 11,434 515
　　　　租税公課 156,176 156,176 0
　　　　リース料 212,500 210,758 1,742
　　　　事務所管理費 153,000 132,600 20,400
　　　　支払手数料 96,900 102,000 △ �5,100
　　　　会議費 2,090,000 1,990,000 100,000
　　　　　総会費 1,400,000 1,300,000 100,000
　　　　　役員会費 500,000 500,000 0
　　　　　委員会費 20,000 20,000 0
　　　　　その他会議費 170,000 170,000 0
　　　　諸会費 511,450 537,400 △ �25,950 県連、商工会議所他
　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000 0
　　　　表彰費 50,000 20,000 30,000
　　　　委託費 52,884 52,884 0
　　　　事務委託費 890,000 890,000 0
　　　　雑費 23,800 23,800 0
　　経常費用計（B） 59,002,098 58,428,576 573,522
　　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） 308,935 153,259 155,676

　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　固定資産売却益
　　　固定資産受贈益
　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　固定資産売却損
　　　固定資産除却損
　　　災害損失
　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 308,935 153,259 155,676
　　　法人税、住民税、および事業税 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 308,935 153,259 155,676
　　　一般正味財産期首残高 97,174,488 97,021,229 153,259
　　　一般正味財産期末残高 97,483,423 97,174,488 308,935
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 21,912,900 22,256,300 △ �343,400
　　　受取全法連助成金 21,912,900 22,256,300 △ �343,400
　　一般正味財産への振替額 △� 21,912,900 △� 22,256,300 343,400
　　　一般正味財産への振替額 △ �21,912,900 △� 22,256,300 343,400
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 97,483,423 97,174,488 308,935
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通常総会特集
〔理事会承認事項〕令和２年度 収支予算

令和２年度収支予算書（損益計算ベース）
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　基本財産運用益 500 500 0
　　　　基本財産受取利息 500 500 0 基本財産利息収入
　　特定資産運用益 33 435 △  402
　　　　特定資産受取利息 33 435 △� 402 特定積立金利息収入
　　受取会費 30,875,000 30,875,000 0
　　　　正会員受取会費 30,800,000 30,800,000 0 一般会費収入
　　　　賛助会員受取会費 75,000 75,000 0
　　事業収益 3,702,000 3,539,000 163,000
　　　　会員親睦事業収益 3,000,000 2,900,000 100,000 懇親会等会費収入
　　　　青年・女性部会事業収益 702,000 639,000 63,000 青年・女性部会会費収入
　　受取補助金等 24,432,900 23,916,300 516,600
　　　　受取全法連助成金振替額（A） 21,912,900 22,256,300 △ �343,400 全法連助成金（A）
　　　　受取全法連助成金（B） 350,000 350,000 0 全法連助成金（B）
　　　　受取全法連補助金（B） 100,000 100,000 0 全法連補助金（B）会員増強支援
　　　　受取県法連補助金（B） 2,070,000 1,210,000 860,000 県連補助金（B）
　　雑収益 300,600 250,600 50,000
　　　　受取利息 600 600 0 受取利息収入
　　　　雑収益 300,000 250,000 50,000 雑収入
　　経常収益計（A） 59,311,033 58,581,835 729,198
　　⑵　経常費用
　　事業費 50,420,673 49,963,264 457,409
　　（税に関する研修会事業） 4,280,000 4,880,000 △  600,000
　　　　会場費 180,000 180,000 0
　　　　資料費 2,000,000 2,400,000 △� 400,000
　　　　諸謝金 100,000 100,000 0
　　　　印刷製本費 250,000 450,000 △ �200,000
　　　　委託費 1,300,000 1,300,000 0
　　　　消耗品費 200,000 200,000 0
　　　　通信運搬費 220,000 220,000 0
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 2,600,000 2,000,000 600,000
　　　　資料費 2,200,000� 1,600,000 600,000
　　　　委託費 400,000� 400,000 0
　　（租税教育事業） 1,167,000 931,000 236,000
　　　　印刷製本費 160,000 160,000 0
　　　　通信運搬費 20,000 20,000 0
　　　　消耗品費 650,000 650,000 0
　　　　支払負担金 307,000 71,000 236,000
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　（税の広報事業） 475,000 512,600 △  37,600
　　　　委託費 300,000 350,000 △ �50,000
　　　　印刷製本費 30,000 30,000 0
　　　　新聞掲載費 22,000 21,600 400
　　　　支払負担金 83,000 81,000 2,000
　　　　委員会費 40,000 30,000 10,000
　　（会報発行事業） 3,650,000 3,650,000 0
　　　　会報作成費 2,850,000 2,850,000 0
　　　　委託費 800,000 800,000 0
　　（税制改正提言事業） 110,000 110,000 0
　　　　調査研究費 80,000� 80,000 0
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　（地域社会経営支援研修事業） 5,220,000 5,200,000 20,000
　　　　会場費 450,000 450,000 0
　　　　資料費 1,500,000 1,600,000 △ �100,000
　　　　諸謝金 1,750,000 1,830,000 △ �80,000
　　　　印刷製本費 350,000 350,000 0
　　　　委託費 900,000 700,000 200,000
　　　　消耗品費 150,000� 150,000 0
　　　　通信運搬費 100,000� 100,000 0
　　　　支払負担金 20,000 20,000 0
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 1,800,000 2,220,000 △  420,000
　　　　資料費 1,500,000 1,920,000 △ �420,000
　　　　委託費 300,000 300,000 0
　　（地域社会貢献活動事業） 1,907,000 1,911,000 △  4,000
　　　　会場費 400,000 400,000 0
　　　　消耗品費 300,000 300,000 0
　　　　諸謝金 900,000 900,000 0
　　　　印刷製本費 100,000 100,000 0
　　　　委託費 140,000 140,000 0
　　　　新聞掲載費 22,000 21,600 400
　　　　通信運搬費 15,000 19,400 △� 4,400
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　（組織基盤強化のための支援事業） 750,000 630,000 120,000
　　　　会員増強推進費 700,000 580,000 120,000
　　　　通信運搬費 20,000 20,000 0
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　（会員支援事業） 780,000 700,000 80,000
　　　　会員表彰事業費 750,000 670,000 80,000
　　　　委員会費 30,000 30,000 0



〔転　　入〕

署長 高橋　桂一 局調査査察部次長

副署長（総務・広報・総合・開発） 内田　乾一 局調査査察部特別国税査察官

副署長（管理・徴収） 鳥羽謙太郎 局徴収部徴収課課長補佐

副署長（法人・酒） 浅間　　暢 局総務部国税広報広聴室室長補佐

総務課長 八重樫直人 局課税第二部法人課税課課長補佐

総務課長補佐 池沢　修司 長岡署
総務課長補佐

法人課税第一部門統括国税調査官 加藤　　明 高崎署
法人課税第一部門統括国税調査官

法人課税第四部門統括国税調査官 住吉　雅彰 松本署
酒類指導官

法人課税第六部門統括国税調査官 本間　貴晶 長岡署
法人課税第三部門統括国税調査官

法人課税第一部門連絡調整官 佐藤　圭亮 三条署
法人課税第二部門上席国税調査官

〔転　　出〕

局調査査察部統括国税査察官 高野　正昭 副署長（総務・広報・総合・開発）

局総務部税務相談室相談官 関矢　　豊 副署長（管理・徴収）

東京局課税第二部酒類業調整官
（千葉東署派遣） 岩渕　哲男 副署長（法人・酒）

局調査査察部特別国税査察官 中藤　弘行 総務課長

局調査査察部査察管理課連絡調整官 澁谷　敬之 総務課長補佐

巻署
管理運営・徴収部門統括国税徴収官 阿部　弘美 税務広報広聴官

富岡署
総務課長 飯田　雅俊 法人課税第一部門統括国税調査官

佐渡署
法人課税部門統括国税調査官 鈴木　哲也 法人課税第三部門統括国税調査官

長野署
法人課税第六部門統括国税調査官 原山　泰浩 法人課税第四部門統括国税調査官

〔署内異動〕

税務広報広聴官 野澤　奈美 法人課税第一部門連絡調整官

法人課税第三部門統括国税調査官 内山　哲夫 法人課税第六部門統括国税調査官

〔退　　職〕

塚本　真一 署長

新潟税務署人事異動（法人関係） 令和２年７月

NIIGATA　HOHJINKAI　KAIHOH
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
潟
市
生
ま
れ
。
９
歳
よ
り
、
津
軽
三
味
線
の
新
潟
高
橋

竹
山
会
二
代
目
会
主
で
あ
る
母
、
高
橋
竹
育
に
習
い
始
め

る
。
二
〇
〇
〇
年
、
三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
動
を
ス

タ
ー
ト
。
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
心
に
演
奏
活
動
す
る
ほ

か
、
海
外
で
も
多
く
の
公
演
を
開
催
す
る
。
二
〇
一
二
年
よ

り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ネ
ー
ム
を
史
佳
F
u
m
i
y
o
s
h
i
に

改
名
。
二
〇
一
九
年
七
月
に
ス
タ
ジ
オ
「
F 

S
P
A
C
E
」

を
開
設
。
同
年
九
月
に
は
新
潟
高
橋
竹
山
会
三
代
目
会
主
を

継
承
。十
月
に
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
単
独
公
演
を
開
催
し
、

満
席
の
う
ち
に
成
功
さ
せ
た
。

このシリーズは新潟で活躍されている方々をご紹介いたします。

シリーズ

にいがた発見人人

―
今
回
は
三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
ご

活
躍
の
小
林
史
佳
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

す
。
早
速
で
す
が
い
つ
頃
か
ら
三
味
線
を

始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　

９
歳
く
ら
い
で
す
ね
。
新
潟
高
橋
竹
山

会
二
代
目
会
主
の
母
の
影
響
で
始
め
た
の

で
す
が
、
当
時
は
三
味
線
が
嫌
い
で
し
た

ね
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
小
学
生
か
ら
バ

ス
ケ
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
三
味
線
の

事
は
皆
に
内
緒
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

高
２
の
文
化
祭
で
演
奏
し
た
の
で
す
。
皆

驚
い
て
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

―
そ
の
後
も
ず
っ
と
続
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
？

　

い
い
え
、
バ
ス
ケ
は
高
校
、
大
学
と
続

け
て
い
ま
し
た
が
三
味
線
は
あ
ま
り
…
。

そ
の
後
京
都
の
大
学
を
卒

業
し
て
そ
の
ま
ま
大
阪
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
西
に
入
社
し
ま

し
た
。
大
学
で
は
情
報
工

学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た

し
、
当
時
は
大
変
な
就
職

氷
河
期
で
し
た
か
ら
Ｎ
Ｔ

Ｔ
入
社
は
大
変
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
と
こ
ろ

が
配
属
先
が
シ
ス
テ
ム
開

発
部
と
い
う
最
前
線
部
隊

で
、
そ
こ
で
上
海
の
空
港

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

母
校
立
命
館
大
学
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
問
題
点
な
ど
が
理
解
で
き
な
い

な
ど
周
り
の
人
と
自
分
の
能
力
の
差
を
痛

感
し
、
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
更
に
心
の
病
を
発
症
し
、
結
局
３
年

で
退
社
と
自
分
に
と
っ
て
の
大
き
な
挫
折

を
味
わ
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

―
そ
の
後
に
本
格
的
に
三
味
線
に
取

り
組
む
事
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
ね
。
母
が
「
ゼ
ロ
に
な
っ
て

新
潟
に
戻
っ
て
く
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
て

く
れ
た
お
陰
で
、
自
分
自
身
人
生
リ
セ
ッ

ト
し
よ
う
と
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
戻
っ
て
は
き
ま
し
た
が
何
も
や
る
事
が

無
い
ん
で
す
よ
。
す
る
と
母
が
ど
う
せ
暇

三味線プレイヤー

　史佳 Fum i y o s h i さん

「
今
こ
そ
、
強
い
覚
悟
で

�

挑
戦
し
な
け
れ
ば
」
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な
ら
三
味
線
に
触
っ
て
い
な
さ
い
と
。
そ

れ
も
そ
う
だ
な
と
触
り
だ
し
た
ら
、
あ
れ

だ
け
嫌
っ
て
い
た
三
味
線
に
手
が
覚
え
て

い
た
の
か
の
様
に
自
然
に
動
く
の
で
す
。

生
き
る
力
を
失
っ
て
い
た
私
に
「
ま
だ
終

わ
っ
て
い
な
い
よ
」
と
三
味
線
が
語
り

か
け
て
く
れ
た
様
に
思
い
ま
し
た
。

　
嫌
っ
て
い
た
三
味
線
と
本
当
に
出
会
え

た
時
、
25
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
遠
回

り
し
た
様
に
も
見
え
ま
す
が
、
大
学
、
社

会
人
の
時
代
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
学
校

や
企
業
向
け
の
演
奏
プ
ラ
ス
講
演
会
の
お

仕
事
も
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
レ
ジ

メ
も
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
で
作
れ
ま
す
し
、

私
自
身
の
浮
き
沈
み
な
ど
も
お
話
し
し
て

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
講
演
会

で
は
三
味
線
を
通
し
て
自
分
の
生
き
様
を

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
面
が

強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

こ
う
し
て
大
き
な
挫
折
を
味
わ
っ
た
私

が
一
歩
踏
み
出
せ
た
の
は
周
り
の
サ
ポ
ー

ト
や
三
味
線
と
い
っ
た
存
在
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
が
一
番
大
事
な
こ
と
は
や
は
り
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

―
い
よ
い
よ
本
格
的
に
三
味
線
に
取

り
組
む
の
で
す
ね
。
こ
の
後
、
高
橋
竹
秀

の
お
名
前
で
活
躍
し
て
い
る
様
で
す
が
？

　

中
学
の
頃
に
名
取
を
も
ら
っ
て
竹
秀
と

な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
初
め
は
竹
秀
の

名
前
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
私
は
初

代
竹
山
先
生
に
弟
子
入
り
も
直
接
の
指
導

も
受
け
て
い
な
い
事
か
ら
こ
の
名
前
に
違

和
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

二
〇
〇
三
年
に
小
林
史
佳
に
戻
し
ま

し
た
。

―
二
〇
一
一
年
に
は
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
で
演
奏
な
さ
っ
て
い
ま
す
ね
？

　

こ
の
頃
は
新
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
時
期
で
す
ね
。

ち
ょ
う
ど
「
宇
宙
（
そ
ら
）
の
花
」
と
い

う
曲
が
で
き
た
頃
で
東
京
の
代
理
店
か
ら

ル
ー
ブ
ル
で
の
演
奏
家
を
探
し
て
い
る
話

を
聞
き
、
代
理
店
へ
出
向
き
担
当
者
の
前

で
演
奏
し
て
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
バ

イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
と
三
味
線
の
曲
「
宇

宙
の
花
」
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
が
初
演
な

ん
で
す
。

―
他
に
思
い
入
れ
の
あ
る
曲
は
あ
り

ま
す
か
？

　
は
い
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
時
、
最
後
の
一

曲
は
い
つ
も
「
桃
鳥
花
（
ト
キ
）」
と
い

う
曲
で
す
。
こ
の
ト
キ
は
佐
渡
の
朱
鷺
で

す
。
こ
の
曲
は
高
校
の
一
年
先
輩
が
新
潟

の
テ
レ
ビ
局
に
勤
め
て
い
て
私
を
す
ご
く

応
援
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
突
然

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
37
歳
の
若

さ
で
し
た
。
そ
の
時
に
先
輩
を
思
っ
て

作
っ
た
曲
で
す
。
生
き
る
事
を
空
翔
る
朱

鷺
に
な
ぞ
ら
え
て
作
っ
た
生
命
力
に
あ
ふ

れ
た
曲
で
す
。
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
切

に
し
て
い
る
一
曲
で
す
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

で
も
、
と
て
も
盛
り
上
が
る
、
そ
し
て
思

い
出
深
い
曲
で
す
。

―
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
動
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
？

　

は
い
、
私
は
海
外
へ
行
く
と
ス
ト
リ
ー

ト
で
演
奏
し
ま
す
。
津
軽
三
味
線
の
原
点

コンサートでの新潟高橋竹山会　合奏

ニューヨークでのストリート演奏



13

は
門
付
芸
で
す
。
そ
の
精
神
を
絶
や
さ
ぬ

様
に
や
る
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
最
も
ア
ー
ト
に
熱
く
、
文
化
、

人
種
を
問
わ
ず
多
く
の
人
達
が
ス
ト
イ
ッ

ク
に
夢
を
追
い
か
け
て
い
る
場
所
で
し

た
。
こ
の
環
境
の
中
で
抜
け
出
し
て
挑
戦

し
よ
う
と
目
標
に
し
た
の
が
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
の
演
奏
で
し
た
。
５
年
か
か
り

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
会
っ
た
人

達
の
協
力
も
あ
り
満
席
の
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
や
れ
た
事
は
こ
の
20
年
の
集
大

成
で
あ
り
、
大
き
な
実
績
、
自
信
に
な
り

ま
し
た
。

―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
津
軽
三
味
線
が

と
い
う
か
史
佳
さ
ん
が
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
は
な
ぜ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

津
軽
三
味
線
は
即
興
的
要
素
が
強
く
、

ジ
ャ
ズ
と
の
相
性
は
良
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
高
橋
竹
山
流

で
に
ぎ
や
か
な
曲
か
ら
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
な

曲
ま
で
一
人
で
奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
強
み
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
点
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
要
因
で
し
ょ

う
か
。

　

昨
年
の
八
月
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ビ
ザ
を

取
得
し
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
迄
、
有
効

な
の
で
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

四
月
十
二
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
ロ
ン・

カ
ー
タ
ー
さ
ん
と
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
そ
の

一
つ
で
す
。
ジ
ャ
ズ
界
の
神
様
と
の
融
合

で
す
ね
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
と
い
う
決
断
と
な
り
ま
し
た
が
。

―
影
響
は
大
き
い
で
す
か
？

　

全
部
の
仕
事
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
ま

し
た
。
自
主
公
演
を
い
く
つ
か
予
定
し
て

い
ま
す
が
新
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
形
を
模

索
し
て
お
り
、い
ず
れ
は
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー

さ
ん
の
再
演
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

苦
し
い
け
れ
ど
赤

字
で
も
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
音
楽
を
、
芸
術

を
止
め
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。

　

音
楽
を
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
み
に

し
て
日
々
の
生
活
や

仕
事
を
頑
張
っ
て
い

る
観
客
の
方
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
し
か

し
生
で
は
聴
け
な
い
状
況
は
ま
だ
ま
だ
続

く
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
私
達
音
楽
家
は

強
い
覚
悟
を
持
っ
て
挑
戦
し
な
け
れ
ば
、

後
は
引
退
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

　

行
政
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
プ
ロ
の

演
奏
家
に
演
奏
の
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
演
奏
家
は
た
だ
曲
を
弾
い
て
い
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
上
に
感
性
を
載
せ
て

感
動
を
与
え
る
も
の
な
の
で
す
が
、
そ
の

感
性
が
本
番
の
機
会
が
な
い
今
、
ど
ん
ど

ん
と
失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
今

は
お
金
の
サ
ポ
ー
ト
以
上
に
県
、
市
の
施

設
な
ど
を
提
供
い
た
だ
き
、
三
密
を
避
け

た
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
場
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
が
更
に
第
２
波
な
ど
と
な
る
と
音
楽
家

だ
け
で
な
く
芸
術
文
化
そ
の
も
の
が
死
に

絶
え
る
事
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

先
日
も
新
潟
市
の
経
済
社
会
再
興
本
部

会
議
に
文
化
担
当
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
こ
そ
新
潟
の
芸
術
文
化
の
組
み
立

て
を
し
ま
し
ょ
う
、
東
京
か
ら
何
か
を

持
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
時
間
を
か
け
て

も
新
潟
に
あ
る
文
化
を
ど
う
根
付
か
せ
る

か
を
考
え
る
時
だ
と
思
い
ま
す
と
発
言
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
の
芸
術
を
育

て
る
に
は
時
間
も
お
金
も
か
か
り
ま
す
が

政
治
や
経
済
と
一
体
化
す
る
事
で
は
じ
め

て
残
っ
て
い
け
る
の
で
す
。

　

私
達
音
楽
家
も
行
政
も
強
い
覚
悟
で
臨

む
事
が
必
要
な
の
で
す
よ
。

―
熱
い
お
話
、た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
う
い
う
情
況
の
中
で
の
挑

戦
、楽
し
み
に
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ニューヨーク・カーネギーホール

コンサートポスターと共に
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■
新
潟
市
の
遺
跡
調
査
拠
点

　

新
潟
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
新

潟
市
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
・
研
究
を

行
う
施
設
と
し
て
平
成
23
年
７
月
に

開
館
し
ま
し
た
。
新
潟
市
内
に
は
旧

石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺

跡
が
約
８
０
０
カ
所
あ
り
ま
す
。
道

路
工
事
や
宅
地
造
成
な
ど
の
開
発

に
よ
り
遺
跡
が
保
存
で
き
な
い
場

合
、
記
録
保
存
の
た
め
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
土
器
や
石
器
な
ど
は
、
セ
ン

タ
ー
で
洗
浄
・
復
元
・
図
化
等
の
作

業
を
行
い
未
来
へ
残
す
た
め
に
保
管

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腐
食
し
や

す
い
木
簡
な
ど
の
木
製
品
や
金
属
製

品
に
理
化
学
的
な
処
理
を
す
る
保
存

処
理
設
備
も
備
え
て
い
ま
す
。

■
充
実
し
た
展
示
室

　

復
元
さ
れ
た
土
器
や
保
存
処
理
さ

れ
た
木
製
品
を
、
市
民
の
み
な
さ
ま

に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
展
示
室
を

設
け
て
い
ま
す
。
展
示
室
は
新
潟
市

の
遺
跡
を
時
代
別
に
紹
介
す
る
常
設

展
と
、
テ
ー
マ
ご
と
に
年
３
回
展
示

替
え
を
行
う
企
画
展
と
が
あ
り
ま

す
。
新
潟
市
の
特
徴
と
し
て
木
製
品

が
多
く
出
土
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
木
製
品
は
平
地
や
台
地
上
で

は
腐
っ
て
残
り
に
く
い
の
で
す
が
、

新
潟
で
は
田
ん
ぼ
な
ど
の
低
湿
地
が

多
く
、
水
と
泥
に
よ
る
天
然
の
真
空

パ
ッ
ク
効
果
で
木
製
品
が
残
り
や
す

い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
展
示
室

に
は
土
器
や
石
器
の
ほ
か
、
新
潟
の

奇
跡
的
な
条
件
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た

木
製
品
が
１
４
０
０
点
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

次
に
展
示
室
の
中
か
ら
、
新
潟
な

ら
で
は
の
出
土
品
を
紹
介
し
ま
す
。

■
縄
文
時
代
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
!?

　

新
潟
市
秋
葉
区
の
大お

お

沢さ
わ

谷や

内ち

遺

跡
で
は
、
縄
文
時
代
晩
期
（
約

２
５
０
０
年
前
）
に
縄
文
人
た
ち
が

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
精
製
し
て
い
た
と

み
ら
れ
る
痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
縄
文
時
代
か

ら
矢
じ
り
と
矢や

柄が
ら

を
接
着
す
る
ほ

—　新潟市文化財センター　—
（まいぶんポート）

発掘調査風景

展示室

日本遺産大沢谷内遺跡出土品

〒 950-1122
新潟市西区木場 2748 番 1
電話　025-378-0480
FAX　025-378-0484施設外観
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遺
跡
か
ら
は
、「
杉
人
鮭
」「
を
（
魚
）

の
に
へ
」
と
書
か
れ
た
木
簡
と
鮭
の

歯
、
漁
に
使
わ
れ
た
素
焼
き
の
重
り

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
一
緒
に
出
土

し
た
土
器
な
ど
か
ら
奈
良
時
代
に
都

へ
税
金
と
し
て
送
る
た
め
の
鮭
を
加

工
す
る
官
営
施
設
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
当
時
は
地
域
の
特
産

品
を
税
金
と
し
て
納
め
る
き
ま
り

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
か
ら

新
潟
の
特
産
品
が
鮭
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
新
潟
の
鮭
を
肴
に

奈
良
の
貴
族
た
ち
が
和
歌
を
詠
ん
だ

り
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

■
旧
武
田
家
住
宅

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
は
、

茅
葺
き
の
古
民
家「
旧
武
田
家
住
宅
」

か
、
壊
れ
た
土
器
の
補
修
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
一
方
で
秋
田
や
新
潟

な
ど
産
地
が
限
ら
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
東
日
本
に
広
く
普
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
交

易
品
と
し
て
流
通
し
て
い
る
こ
と
も

分
か
っ
て
い
ま
す
。
大
沢
谷
内
遺
跡

は
新
津
丘
陵
の
油
田
か
ら
近
い
こ
と

か
ら
交
易
用
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
精

製
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

■
新
潟
の
食
文
化
「
鮭
」

　

鮭
は
新
潟
の
食
文
化
に
欠
か
せ
な

い
食
材
で
す
。
新
潟
市
西
区
の
的ま

と

場ば

が
移
築
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

民
家
住
宅
は
木
場
の
肝き

も

煎い
り

（
村
の
ま

と
め
役
）
を
務
め
た
武
田
家
の
住
ま

い
で
、
最
も
古
い
居
間
は
江
戸
時
代

中
頃
の
建
築
で
す
。
ま
た
、
木
場
を

含
む
西
蒲
原
郡
は
大
河
津
分
水
が
で

き
る
ま
で
水
害
常
襲
地
帯
で
し
た
。

こ
の
た
め
武
田
家
住
宅
も
明
治
期
の

増
築
部
分
を
基
礎
か
ら
か
さ
上
げ
す

る
な
ど
水
害
に
備
え
た
造
り
を
し
て

お
り
、
こ
の
特
徴
か
ら
新
潟
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
歴
史
に
触
れ
る
体
験
活
動

　

見
学
だ
け
で
な
く
歴
史
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
の
体
験
活
動
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
一
番
人
気
は
「
勾

玉
づ
く
り
」
で
す
。
軟
ら
か
い
石
を

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
削
っ
て
作
り
ま

す
。
所
要
時
間
は
約
１
時
間
で
予
約

不
要
で
体
験
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
月
替
わ
り
で
土
器
づ
く
り
や

和
同
開
珎
づ
く
り
の
体
験
や
、
企
画

展
に
関
連
し
た
講
演
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

■
私
た
ち
の
役
割

　

私
た
ち
は
文
化
財
・
遺
跡
と
い
う

過
去
の
も
の
を
調
べ
る
こ
と
を
業
務

と
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
中
に

は
文
化
財
と
い
う
言
葉
に
敷
居
の
高

さ
を
感
じ
て
し
ま
う
方
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
遺
跡
で
発

掘
さ
れ
る
土
器
や
石
器
の
ほ
と
ん
ど

が
、
私
た
ち
と
同
じ
歴
史
書
に
は
載

ら
な
い
普
通
の
人
々
の
残
し
た
も
の

で
す
。
遺
跡
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り

過
去
に
新
潟
の
先
人
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
気
候
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を

し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
災

害
が
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
近
年
で
は
、
遺
跡
か
ら
得

ら
れ
た
災
害
情
報
を
防
災
に
役
立
て

る
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
他
県
で
行

わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。「
過
去
と
こ

れ
か
ら
を
つ
な
ぐ
」
私
た
ち
の
業

務
は
そ
ん
な
役
割
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

的場遺跡漁具

旧武田家住宅

勾玉づくり

的場遺跡木簡
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にいがた法人会館

法人会は「企業の発展を支援し、地域の振興に寄与する経営者の団体」！

会員増強運動実施中

第９回　通常総会特集号

新潟市中央区西堀通
3番町258番地24

会員の皆様には、是非、１社につき新規会員１社獲得を目標に
あなたのお仲間企業を会員に！

16

公益社団法人 新潟法人会
会長

永塚　重松

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
」

色
あ
せ
な
い
学
び
こ
そ
人
生
の
財
産
に
な

る
」、
シ
リ
ー
ズ
累
計
1
0
0
万
部
N
Y

タ
イ
ム
ズ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
１
日
１
ペ
ー

ジ
、
読
む
だ
け
で
身
に
つ
く
世
界
の
教
養

3
6
5
」。「
教
養
」
と
い
う
文
字
に
誘
わ

れ
る
ま
ま
パ
ラ
パ
ラ
と
…
、
だ
い
ぶ
厚
い

本
で
す（
私
に
と
っ
て
）。「
歴
史
」「
文
学
」

「
芸
術
」「
科
学
」「
音
楽
」「
哲
学
」「
宗
教
」

が
日
替
わ
り
に
１
週
間
サ
イ
ク
ル
、
究
極

の
雑
学
本
。脳
に
は
刺
激
と
な
る
も
の
の
、

あ
る
意
味
で
難
解
で
あ
り
、
か
な
り
シ
ン

ド
イ
。
貧
弱
な
知
性
に
今
こ
そ
栄
養
を
与

え
よ
う
と
の
意
気
込
み
が
萎
ん
で
し
ま
い

そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
意
志
強
く
毎
日
コ

ツ
コ
ツ
と
ま
じ
め
に
読
み
進
め
ま
し
た
。

　

数
日
が
経
っ
た
頃
、
お
分
か
り
だ
と
思

い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
毎
日
は
ま
ど
ろ
っ

こ
し
い
、
か
つ
元
々
堪
え
性
が
な
い
。
途

中
で
止
め
た
と
お
思
い
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
で
す
一
旦

お
休
み
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

数
日
後
ふ
が
い
な
さ
に
後
悔
し
つ
つ
再
度

再
開
、
毎
日
少
し
ず
つ
が
売
り
の
書
籍
で

　

こ
の
稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
災
厄
が
治
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で

の
私
の
自
粛
時
の
一
こ
ま
に
つ
い
て
記
述

し
た
い
。S
T
A
Y 

H
O
M
E
、３
密
回
避
、

外
出
も
憚
れ
る
頃
、
時
間
を
持
て
余
す
の

は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

櫂
を
無
く
し
た
ボ
ー
ト
の
よ
う
な
、
先

行
き
も
見
え
な
い
、
何
処
に
ど
う
流
さ
れ

て
い
く
か
不
安
な
期
間
が
続
き
ま
し
た
。

「
無
為
」
な
時
間
を
「
無
益
」
に
し
て
は
、

と
の
思
い
か
ら
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
こ

ろ
、
妻
が
読
み
か
け
て
放
り
投
げ
て
い
た

書
籍
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。「
絶
対
に

は
あ
る
も
の
の
、
考
え
を
改
め
思
い
切
っ

て
今
度
は
１
週
間
分
（
ワ
ン
サ
イ
ク
ル
）

を
１
日
ず
つ
で
読
む
こ
と
に
。
52
週
分
、

約
２
ヶ
月
。
苦
行
の
末
の
読
破
。
少
し
は

賢
く
な
っ
た
か
な
と
の
思
い
と
裏
腹
に
、

新
し
い
こ
と
が
こ
れ
だ
け
脳
に
浸
み
込
ま

な
い
自
分
自
身
を
痛
感
。
多
少
は
知
っ
て

い
る
人
物
名
や
事
柄
は
出
て
き
た
も
の

の
、
思
い
返
し
て
も
何
が
書
か
れ
て
い
た

か
は
、
ほ
と
ん
ど
が
思
い
出
せ
な
い
。
も

と
も
と
興
味
が
薄
い
「
音
楽
」「
宗
教
」

は
特
に
入
っ
て
こ
ず
。
老
い
で
あ
ろ
う
か

と
考
え
つ
つ
も
、
毎
日
が
実
践
で
き
た
達

成
感
は
あ
り
充
実
。

　

佐
藤
一
斎
の
「
老
い
て
学
べ
ば
す
な
わ

ち
死
し
て
朽
ち
ず
」。「
学
び
」
の
習
慣
が

い
つ
し
か
疎
く
な
っ
て
い
た
自
分
自
身
を

発
見
。

　

今
回
の
書
籍
の
巻
末
に
筆
者
か
ら
「
こ

れ
か
ら
も
毎
日
少
し
で
も
い
い
の
で
、
本

を
読
ん
だ
り
考
え
を
じ
っ
く
り
深
め
た
り

す
る
の
に
時
間
を
割
い
て
ほ
し
い
。
頭
脳

と
好
奇
心
を
刺
激
し
て
、
心
を
元
気
に
す

る
の
に
、
こ
れ
以
上
の
よ
い
方
法
は
な
い

は
ず
だ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
心
だ
け
は
豊

か
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

特
効
薬
と
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
ま
で
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
息
も
、
事
態
の
収
束
も

見
え
て
こ
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

飛
沫
、
濃
厚
接
触
、
ク
ラ
ス
タ
ー
、
感

染
爆
発
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、

巣
ご
も
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
、
フ
ェ
ー
ス
シ
ー

ル
ド
、
新
し
い
生
活
様
式
…
。

　

今
で
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
単
語
ば

か
り
だ
が
、
半
年
前
な
ら
ど
う
だ
っ
た
ろ

う
か
。
意
味
が
分
か
ら
な
い
人
が
大
多
数

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
っ
と
い

う
間
に
世
界
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を

実
感
す
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
「
シ
リ
ー
ズ
人
に

い
が
た
発
見
」
の
取
材
も
変
化
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
会
場
は
広
く
換
気
の
よ
い
大

会
議
室
と
な
っ
た
。
取
材
に
集
ま
っ
た
メ

ン
バ
ー
同
士
も
距
離
を
保
っ
て
３
密
を
回

避
し
た
。

　

三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー　

史
佳
Ｆ
ｕ
ｍ
ｉ

ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
さ
ん
の
話
は
、
挫
折
を
味
わ

い
な
が
ら
も
己
の
感
性
と
才
能
に
は
絶
対

の
自
信
を
持
ち
続
け
て
い
る
様
子
が
言
葉

の
端
々
に
に
じ
み
、
小
気
味
よ
か
っ
た
。

　

新
し
い
道
を
切
り
開
こ
う
と
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
で
の
動
画
配
信
に
も
取
り
組

み
始
め
た
と
い
う
。
己
を
信
じ
て
、
時
流

を
見
据
え
、
変
化
を
恐
れ
な
い
姿
勢
に
今

こ
そ
見
習
う
べ
き
こ
と
は
多
い
と
感
じ
た
。

�

広
報
委
員　

杉
崎　

文
治

編

集

後

記
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